
（課題番号 ４）
◆活動年次：令和７年度
◆対  象：新冠町ピーマン生産部会および牧場（30戸）
◆目標事項：施肥設計の検討戸数（４戸→６戸）
◆到達度合：４戸→6戸（100％ ピーマン３戸→3戸、軽種馬１戸→3戸）

１ 課題の背景
 肥料価格の上昇に伴い堆肥活用への意識が向上
 馬ふん堆肥の成分分析実施事例が少ない
 近年行った分析の数値と過去の数値との差異の検証が必要
 堆肥化に関する知識や情報の不足

２ 活動の経過
新冠町軽種馬生産振興会及びピーマン生産部会の役員を中心に活動。周辺地域にも活動範

囲を広げ、新ひだか町静内のミニトマト生産者が利用する堆肥、日高町の牧場の堆肥も分析。
○堆肥成分分析の実施（10月～11月）

Ｒ５年 22 点 15 戸 新冠町、新ひだか町三石、浦河町

Ｒ６年 26 点 16 戸 新冠町、新ひだか町静内、日高町

Ｒ７年 38 点 27 戸 新冠町、新ひだか町静内、日高町

〇野菜農家へ供給する堆肥生産現
場の確認
<堆肥化の工程>
・堆積場所と堆積期間
・切り返しの頻度

○意見交換会の開催（３月 19日）
 馬ふん堆肥成分分析結果の報告（３年分）
 堆肥のつくり方講習
 堆肥の利用促進に向けた検討

  

堆肥化の工程や利用

実態を聞き取り

 堆肥の入手先

 堆積場所

 堆積期間

 敷料の種類

 切り返し回数

 飼い葉

 散布時期

 散布量

 困っていること…

馬糞堆肥の有効活用支援

～堆肥分析結果を活用した施肥対応～

意見交換会終了後写真差

し替えと追記します

堆肥の塊



３ 活動の成果
○ 分析数値の収集（３年間で 86点）
表１ 馬ふん堆肥分析結果と肥料換算養分

堆肥の成分（現物中％）
堆肥から供給される肥料分（kg/t）

草地 施設園芸作物

水分
C/N
比

窒素
（TN）

リン酸
（P2O5）

カリ
（K2O）

窒素
（TN）

リン酸
（P2O5）

カリ
（K2O）

窒素
（TN）

リン酸
（P2O5）

カリ
（K2O）

R5 年（n=22） 65.4 12.1 0.81 0.72 0.67 1.5 1.4 4.7 3.3 4.3 6.7

R6 年（n=26） 64.9 12.1 0.72 0.65 0.65 1.3 1.3 4.6 3.0 3.9 6.6

R7 年（n=38） 64.1 10.7 0.82 0.80 0.73 1.4 1.6 5.1 3.3 4.8 7.3

○堆肥成分の傾向把握
生産工程や副資材、堆積年数、堆積場所による堆肥成分の傾向が把握できたので、成分値

のない堆肥を利用する時の指標となる

○良質な堆肥生産や堆肥の活用意識の向上

○堆肥分析結果に基づく施肥設計の実施農家戸数

ピーマン ３戸

ミニトマト ２戸

草地 ３戸

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
４ 今後の対応
 堆肥分析結果を活用した施肥対応支援の継続
 堆肥化に関する情報提供と技術支援
 将来的には堆肥化のアウトソーシングの検討

堆積場所の屋根 水分 C/N 比 窒素 リン酸 カリ

あり 63.43 11.64 0.98 0.93 1.06 

なし 64.83 11.49 0.76 0.71 0.64 

参考

（H19）

あり 66.48 ― 0.78 0.89 1.64

なし 68.32 ― 0.72 0.75 0.93

～1年

40%

1～2年

22%

2～3年

10%

3年以上

16%

不明

12%

堆積年数

屋根がな
いと養分
が流亡

あり

12%

なし

88%

堆積場所の屋根

1 年以内に草
地やハウスへ
散布する農場
が多い
（野菜農家は

堆肥が自農場
に来てからの
年数）

堆肥の量減ら
したら土が硬
かった

毎年堆肥入れ
てると収量落
ちないよ

どこかに集約し
て堆肥化してく
れたらもっと使
いやすくなるよ

切り返す手間と
時間があればも
っといい堆肥が
できる

堆肥使えば
基肥節約で
きますよどういう堆肥

をハウスに使
えばいいの？


